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0１. 見積入力画面のタイトルバーの表示を変更 

変更内容：見積入力画面の見積のタイトルバーの表示を変更しました。 

以下内容をご確認ください。 

 

見積入力画面のタイトルバー 

① 【見積】＞【見積入力】をクリックします。 

 
 

② 『見積一覧』画面が表示されるので、任意の見積を選択し、「開く」ボタンをクリックします。 
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③ 『見積入力』画面が表示されます。 

画面上部のタイトルバーが「見積入力：[見積名] [工事名] [見積番号]」と表示されます。 

 

 

工事名、見積番号、見積名を変更すると、タイトルバーの表示も変わります。 
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見積番号や見積名が空欄の場合は、その部分を除いた表示になります。 
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0２. 複数の工事の工事概要書・工事一覧表・工事台帳の出力に対応 

変更内容：工事一覧画面より複数の工事の工事概要書・工事一覧表・工事台帳の出力を可能にしました。 

以下内容をご確認ください。 

 

複数工事の工事一覧帳票を出力する 

① 【工事】＞【工事登録】をクリックします。 

   

 

② 『工事一覧』画面が表示されます。 

帳票を出力したい明細の「出」にチェックを付け、ツールバーの「印刷」ボタンを 

クリックします。 
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③ 『工事一覧帳票選択』画面が表示されます。 

出力したい帳票と書式を選択し「印刷」ボタンをクリックします。 

今回は「工事台帳」を選択します。 

 

 

④ 工事台帳のエクセルファイルが出力されます。 

 

※工事概要書は印刷プレビューが表示されます。 

※工事台帳は選択した工事情報ごとに 1 ファイルずつ出力されます。 
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0３. 見積番号の発番設定に対応 

変更内容：従来の AnyONE では、見積番号の自動発番は日付のみでしたが、日付以外にも発番ルールを 

設定できるようにしました。 

以下内容をご確認ください。 

 

見積番号の発番設定をする 

① 【マスター】＞【自社関連】＞【自社情報】をクリックします。 
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② 『自社情報設定』画面が表示されるので「その他」タブをクリックします。 

   

 

③ 「その他」タブ内「コード発番」の「見積番号を自動発番します」にチェックを付け、 

「コード発番設定」ボタンをクリックします。 
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④ 『コード発番』画面が表示されます。 

「設定コード」のプルダウンから「見積番号」を選択します。 
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⑤ 「発番区分」「発番ルール」（全工事共通のみ「次回発番番号」）を設定し、「保存」ボタンを 

クリックします。 

 

〈発番区分〉 

   「全工事共通」…すべての見積に対して「次回発番番号」から順番に番号を設定する 

   「工事ごと」…工事に対して何件目の見積りデータかで番号を設定する 

「顧客ごと」…顧客に対して何件目の見積りデータかで番号を設定する 

顧客に複数工事があった場合も、工事を横断してカウントする 

〈発番ルール〉 

「発番ルールの記述方法」を参考に発番ルールを記述する 

 

 ※デフォルトは、発番区分が「全工事共通」で、 

  発番ルールが、「%Y%M%D-%h%m（日付）」になっています。 

   

 


